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第８２回愛知県中央メーデー２０１１．３．２５
家族で参加して要求実現をNo.1023
５月１日� 白川公園発行責任者 伊藤 慎次 定価 １０円

開場９：００ オープニング９：３０ 開会１０：００
地域メーデーについては組合事務所にお問い合わせ下さい

組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

今今ここそそ住住民民ののいいののちちとと
暮暮ららししをを守守るる自自治治体体へへ
東日本大震災の被災者救援と復興に全力を

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
は
、

東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
と
な
っ

た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
哀
悼

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
被

災
者
及
び
被
災
さ
れ
た
組
合
員

の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
の
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
被
災
自
治
体
に
お

け
る
職
員
の
み
な
さ
ん
の
、
住

民
の
救
援
や
安
全
確
保
、
被
害

の
復
旧
な
ど
、
自
治
体
と
し
て

果
た
す
べ
き
業
務
の
遂
行
へ
の

努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
す
。

同
時
に
、
今
も
っ
と
も
緊
急

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

方
々
、
行
方
不
明
の
方
々
の
救

助
と
捜
索
を
行
う
こ
と
、
火
災

や
原
子
力
災
害
な
ど
の
危
険
を

除
去
す
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ

る
こ
と
で
す
。
自
治
労
連
・
愛

知
県
本
部
は
そ
の
た
め
に
政
府

が
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
つ
く
す

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で

す
。自

治
労
連
は
１２
日
２０
時
３０

分
、
本
部
内
に
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
県
本
部
と
し
て

対
策
本
部
の
指
示
を
受
け
て
、

今
回
の
地
震
・
津
波
災
害
で
被

害
を
受
け
た
方
々
を
救
援
す
る

た
め
に
、
現
地
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
組
織
、
災
害
支
援
カ

ン
パ
の
と
り
く
み
、
他
の
自
治

体
行
政
か
ら
の
応
援
確
保
な
ど

に
と
り
く
む
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
今
回

の
地
震
・
津
波
に
よ
る
被
災
者
・

被
災
さ
れ
た
組
合
員
、
被
災
自

治
体
職
員
に
対
し
て
、
み
な
さ

ん
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
支
援

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
救
援

物
資
の
、
現
地
受
け
入
れ
体
制

が
整
い
次
第
、
各
単
組
に
具
体

的
な
要
請
を
お
こ
な
う
こ
と
も

検
討
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
３
月
１５
日

自
治
労
連
愛
知
県
本
部

執
行
委
員
長

梅
野

敏
基

壊滅的被害に遭った岩手県陸前高田市（左下・豊橋駅前で義援金カンパをよびか
ける豊橋市職労）

義援金へのご協力お願いします
東日本大震災の被災者に対する義援金へのご協力をお
願いします。東北地方には自治労連の単組が多数有り、
組合員とその家族への被害も甚大です。組合員だけでな
く、非組合員、管理職などにも呼びかけをよろしくお願
いします。
�義援金のとりくみ期間 ４月末まで
�義援金の活用 自治労連本部と協議の上、決定します。

３
月
１７
日
、
愛
労
連
・
愛
知

春
闘
共
闘
が
主
催
す
る
「
３
・

１７
春
闘
勝
利
・
被
災
者
支
援
集

会
」
が
名
古
屋
市
栄
で
開
催
さ

れ
、
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。集

会
で
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

た
っ
た
榑
松
佐
一
愛
労
連
議
長

は
「
今
春
闘
で
要
求
実
現
の
た

め
に
奮
闘
し
、
大
企
業
に
社
会

的
責
任
を
果
た
さ
せ
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
上
げ
で
、
不
況

を
打
開
す
る
と
同
時
に
、
被
災

者
支
援
・
復
興
に
、
国
民
が
総

団
結
し
て
立
ち
上
が
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

決
意
表
明
で
は
、
実
家
が
岩

手
に
あ
る
建
交
労
谷
藤
委
員
長

が
現
地
の
被
災
状
況
を
報
告
、

名
水
労
の
渡
辺
委
員
長
か
ら
は

震
災
当
日
か
ら
水
道
局
職
員
の

派
遣
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
、「
公
務
・
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
役
割
を
発

揮
し
大
震
災
支
援
に
貢
献
し
て

い
く
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

春
闘
勝
利
と
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
支
援
・
復
興
に
、

す
べ
て
の
労
働
者
・
労
働
組
合

が
連
帯
・
共
同
を
広
げ
、
全
力

で
た
た
か
い
ぬ
こ
う
と
、
決
意

を
固
め
合
い
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
１
０
０
人
の
仲

間
で
街
頭
募
金
を
行
い
、
３０
分

で
８
３
、
０
０
０
円
の
カ
ン
パ

が
集
ま
り
ま
し
た
。「
２０
代
の

若
者
が
よ
く
応
じ
て
く
れ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
橋
市
職
労
、
犬
山

市
職
労
、
名
水
労
が
街
頭
で
の

義
援
金
の
訴
え
や
、
各
単
組
で

職
場
カ
ン
パ
に
と
り
く
む
な
ど

支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

３
月
１８
日
、
県
本
部
を
中
心

に
愛
知
県
市
町
村
課
と
春
闘
要

求
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

交
渉
に
先
立
っ
て
、
東
日
本

大
震
災
に
対
す
る
要
請
書
を
提

出
。
県
側
か
ら
は
「
被
災
者
支

援
に
は
要
請
の
と
お
り
積
極
的

に
応
え
て
い
く
。
中
電
・
浜
岡

原
発
の
即
時
停
止
の
申
し
入
れ

に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
部
局
が

担
当
か
協
議
し
て
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
答
弁
。

春
闘
要
求
で
は
、
政
府
に
よ

る
不
当
な
賃
下
げ
法
案
に
反
対

の
立
場
か
ら
県
側
に
見
解
を
求

め
、「
報
道
な
ど
で
は
聞
い
て

い
る
が
、
ま
だ
法
案
が
出
さ
れ

て
い
な
い
も
と
で
、
検
討
も
し

て
い
な
い
し
コ
メ
ン
ト
も
で
き

な
い
」
と
し
、
答
弁
逃
れ
に
終

始
し
ま
し
た
。

５５
歳
超
の
定
率
削
減
に
つ
い

て
県
側
は
「
生
計
費
基
準
で
高

齢
者
は
低
く
な
る
」
と
不
当
な

答
弁
。
組
合
か
ら
「
民
間
で
は

嘱
託
・
出
向
な
ど
身
分
が
変

わ
っ
た
時
に
下
が
っ
て
い
る
。

民
間
賃
金
実
態
か
ら
も
逸
脱
し

て
い
る
」
と
追
及
。
導
入
し
て

い
な
い
自
治
体
に
は
「
そ
れ
ぞ

れ
で
考
え
て
貰
う
。
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
な
い
」と
答
え
ま
し
た
。

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、

組
合
側
か
ら
は
「
十
分
な
労
使

で
の
検
討
抜
き
で
導
入
が
す
す

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

追
及
。
県
側
か
ら
も
「
不
服
申

立
て
等
救
済
措
置
に
つ
い
て
苦

慮
」
と
し
つ
つ
、「
査
定
賃
金

を
導
入
し
て
い
な
い
団
体
も
あ

る
」と
答
弁
。
組
合
側
か
ら「
人

材
育
成
が
基
本
で
あ
り
、
賃
金

リ
ン
ク
は
本
末
転
倒
」
と
か
さ

ね
て
強
調
。

今
年
度
の
特
別
交
付
税
に
関

す
る
総
務
省
通
達
の
開
示
と
と

も
に
、
非
常
勤
職
員
の
退
職
手

当
に
つ
い
て
、
範
囲
や
条
例
・

運
用
の
調
査
を
要
請
し
交
渉
を

終
え
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー

不不
当当
なな
賃賃
下下
げげ
法法
案案
をを
きき
びび
しし
くく
追追
及及

多
く
の
人
が
積
極
的
に
震
災
募

金
に
協
力

県県
市市
町町
村村
課課
交交
渉渉

名
ブ
ロ
・
本
庁
地
区
協
議
会
の

早
朝
宣
伝



あなたの仕事は住民生活にとって継続的
に必要だと思いますか？

思う79%

思わない
3%

わからない
 16%

不明・無回答2%

（２）自治体 あいちの仲間２０１１年３月２５日 第１０２３号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

３
月
９
日
、
西
尾
市
職

員
組
合
は
新
規
採
用
職

員
・
事
務
職
３
人
と
保
育

士
１５
人
の
計
１８
人
に
、
組

合
加
入
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

採
用
前
研
修
の
昼
休
憩

の
時
間
を
利
用
し
、
８
日

に
研
修
会
場
で
呼
び
か

け
、
９
日
に
別
会
場
で
食

事
を
し
な
が
ら
組
合
役
員

が
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。組

合
役
員
か
ら
、「
時
間
外

が
恒
常
化
し
て
い
る
な
ど
職
場

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
と

り
く
み
を
す
る
に
は
、
多
く
の

職
員
が
組
合
に
加
入
す
る
こ
と

が
必
要
」「
一
緒
に
良
い
西
尾

市
を
つ
く
る
た
め
に
組
合
に
加

入
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
や
経
験
談
を
話
し
、

委
員
長
か
ら
は
、
政
府
内
で
法

案
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

を
取
り
上
げ
、
公
立
保
育
園
の

維
持
が
岐
路
に
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。
ま
た
組
合
は
当
局

と
労
働
条
件
の
交
渉
を
行
う

が
、
良
い
行
政
と
す
る
た
め
に

意
見
を
言
う
組
織
で
も
あ
る
、

組
合
に
加
入
し
て
若
い
人
の
意

見
を
役
立
て
て
ほ
し
い
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
当
日
、
３
人

が
組
合
加
入
し
ま
し
た
。
４
月

の
組
合
新
入
職
員
説
明
会
と
歓

迎
会
で
全
員
加
入
を
呼
び
か
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
組
合
を
強
く
大
き
く
と
訴
え

３
月
１０
日
、
長
久
手
町
職
労

で
春
闘
全
体
学
習
会
を
行
い
、

５９
人
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。組

合
に
つ
い
て
根
本
に
立
ち

帰
り
、
更
な
る
活
動
の
源
に
す

る
た
め
、
愛
知
県

本
部
・
伊
藤
書
記

長
を
講
師
に
、「
労

働
組
合
と
は
何

か
」
を
中
心
と
し

た
組
合
の
歴
史
な

ど
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
組
合

員
か
ら
は
「
繰
り

返
し
学
ん
で
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
、
今
後
の
４
月
の
新

規
採
用
者
１
０
０
％
加
入
や
、

非
正
規
労
働
者
の
団
結
な
ど
、

組
合
が
す
べ
き
こ
と
・
組
合
の

目
標
の
再
確
認
が
で
き
た
内
容

で
し
た
。

３
月
１６
日
、
名
古
屋
高
裁
に

お
い
て
、
倉
田
労
災
裁
判
の
第

４
回
控
訴
審
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
労
災
と
公
災
の
手

続
き
上
の
問
題
点
や
、
相
手
側

弁
護
士
に
よ
る
遺
族
補
償
は

「
税
金
」
の
不
当
発
言
、
刈
谷

市
の
健
康
管
理
上
の
措
置
を
行

わ
な
か
っ
た
、
安
全
配
慮
義
務

違
反
な
ど
を
指
摘
し
た
準
備
書

面
を
提
出
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
、

脳
神
経
外
科
分
野
の
権
威
で
あ

る
新
宮
正
医
師
と
倉
田
さ
ん
の

妻
・
利
奈
さ
ん
を
新
証
人
と
し

て
採
用
す
る
旨
の
意
見
書
、
陳

述
書
の
被
告
主
張
の
誤
り
の
指

摘
と
、
県
下
博
物
館
・
美
術
館

の
業
務
実
態
の
調
査
結
果
を
提

出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、「
公
災
認
定

を
求
め
る
署
名
」
は
１
万
６
９

８
９
筆
、「
証
人
採
用
署
名
」

が
短
期
間
の
と
り
く
み
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
８
０
８
４
筆
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
５
月
３０
日
午
後

１
時
半
か
ら
で
す
。

職職場のの仲仲間間にに安安くくてて安安心心のの

自自治治労労連連共共済済 をを

すすすすめめよようう
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○
子
ど
も
に
と
っ
て
も
親
に

と
っ
て
も
学
校
給
食
は
必
要

（
給
食
調
理
）
○
住
民
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
の
で

（
相
談
員
）
○
今
後
、
高
齢
者

は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
。
そ

の
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
少
し

で
も
お
役
に
立
ち
、
支
え
に
な

れ
る
と
思
う
（
用
務
）
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○
良
く
食
べ
て
も
ら
っ
た
と

き
、
お
い
し
か
っ
た
と
言
わ
れ

た
と
き
（
給
食
調
理
）
○
療
育

手
帳
の
希
望
者
や
更
新
す
る
か

た
の
役
に
立
て
た
と
き
（
相
談

員
）
○
親
御
さ
ん
の
お
顔
に
笑

顔
が
増
え
た
と
き
。
本
当
に
楽

し
そ
う
な
や
り
と
り
が
親
子
間

で
み
ら
れ
た
と
き
（
嘱
託
セ
ラ

ピ
ス
ト
）
○
子
ど
も
が
日
々
成

長
し
て
い
く
姿
が
と
て
も
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
る
（
保
育
士
）

裁判後の報告集会 －誇りと怒りの
アンケートより－

学
事
労（
３
月
１
日
）

執
行
委
員
長

佐
藤

悦
子

副
執
行
委
員
長

箕
浦

磯
二

書

記

長

小
川
あ
き
子

書

記

次

長

佐
藤

建
一

１
０
１
９
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
ハ
コ
ネ
エ
キ
デ
ン
」
で

し
た
。
４１
通
の
応
募
が
あ
り
、

４１
通
が
正
解
で
し
た
。

以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

送
り
ま
す
。

榊
原

康
司（
名
古
屋
市
職
労
）

森

加
代
子（
名
古
屋
市
職
労
）

山
田
久
美
子（
名
市
病
職
労
）

重
藤

新
子（
学

事

労
）

河
合

良
成（
豊
橋
市
職
労
）

神
藤
あ
け
み（
豊
橋
市
職
労
）

河
原

育
代（
豊
川
市
病
職
労
）

小
山

香
奈（
西

尾

市

職
）

村
井
見
早
子（
長
久
手
町
職
労
）

水
野
る
み
子（
春
日
井
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

４
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の当当

選選
者者

非
正
規
労
働
者
「
誇
り
と
怒
り
」

の
声
束
ね
処
遇
改
善
へ

シリーズ2

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

西
尾
市
職

��������
��������		
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長長久久手手町町職職労労・・春春闘闘学学習習会会

倉田労災裁判

公
務
災
害
認
定
求
め

た
た
か
い
ぬ
く

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


